
育 余 席 ひ は 材 の 需 要 地城

田 中 幸 子

は じ め に

青森県のひば材は,その林相の美 しさで日本事大美林の-?に数えられ .その材質の優良さ

に ･県内をはじめ .古くか ら県外-止)移出が認められてvlる.そこでひば材の移出先について

若干の考察を試ÅたQ結果としては .都道府県別の需要の推移をみるまでには至らず .昭利3

0年代末における各都道府県別の需要圏をみるに止まったO資料は .青森営林局 .国鉄東北支

社青森出張所から壬なものは使用したO

ひ ば に つ い て

一 藩 政 時 代

津軽淳 .南部薫 とも .ひば林の保護 .育成に努め ,林政を重要視 してレ､たO

津軽藩の林政は .藩祖為信が .津華地方の統一とするまでは .住民の自由な伐採が行われてい

たOやがて宙の諸制度が確立され るに従t̂ .財源が必要となり.当時は ,津雇平野からの産米

と .付近の山々から産する木材 (主としてひば材)が主なものであったOそこでひばは一切醇

主のものとし.民家の建築用材としても許さなかった晴代 もある. このため現在 .津軽地方に

ひばの純林か多いとされる .南部沼の林政は .I7世紀までは ,地元住民が自由に山林を利用 し

していた0番制度の確立につれて.自由な伐採もしだLJlに規制されてし1った0 I7I1年には

ひばの伐採を禁止 し.天然生樹の保連に努め .無立木地に.植林をすすめたOひば材の移出港

としては .津寛では .内真部 ･三鷹 .小泊 ･十三湊 .南部では .佐井 ･川内 ･大畑等があり蝦

夷松前北陸 ･江戸への出荷か jlられているO

出荷先を需要地とすると.北陸地方 .江戸 ･松前が一応の需要地となるが ,詳しい資料を持た

ないため .帝政時の需要地は .参考程度に止まったO

二 今 日 の ひ ば

青森県に お いて.ひばはLSl有林内に .その大半が存在する.包有林内に占めるひば林面積の

割合は .天然林 と人工林を合わせ .63飾程度とされている.

青森県内のひば林の面横は .青森営林局管内 (青森 ･岩手 .宮城の各媒)のそU-1面積の .90

東海を占めるOその うち .津軽 ･下北の両半島部のものが .90庫となっているo (図 1)

ひばは ,集団として青森県に分布しているが .天然のものは ,日本のほとんど全域にわた-'て

分布がみられるO北陸型は ,ヒノキ7スナ ロ.南方型(I-17一スナロと区別されてvlるO

(I) ひば材の性質

農林省林業試験場の調査によると.ひば材の性質として .
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一 圧力に対する旗抗力か非常vc頚く.7カマツ .栄./刀.米マツに匹敵する｡

- 負捜力は特vcす ぐれ .17カマ ツ.米 ソガ0日 0妬～20啓7fさるO

- 弾力性は .内地産木材中首位を占め .米 ツガと大差は無いO

- 木質が軟 く.割裂が容易であるO

- 伸桁が少 しへO

- '5易に腐朽 しないため .耐久力か大きいQ

ここで .最後の性質について十代田三郎氏の調査結果による .｢家屋土台用材耐久生限｣での

平均年肝をあげると .ヒ,1が 20年 .ヒノキ .カラマ ツ.スギパ材か 15年 .米マノが 7年 .

米 ツガが 5iiiとなっている｡

(2) ひば材の用途

建築用材 (土台 ,柱 .木造コンクt)- ト及びモルタル尊集の上骨材 .各種内装材 ･外装材 .屋

根柾 .建具 .塀)

枕 木 用 材

土 木 用 材 (橋脚 ,基碇工朋材 .地形杭 .諒岸材 .隆道の支持材)

船 舶 用 材

電 柱 用 材

車 両 用 材

器 具 用 材 (桶樽用材 .曲物用材 .浴清用材 .漆器大地用材 .箸用材 .紡敵機の受台 ./;ルブ

製造用木槽

ヒバ油D原材料 (せっけん香料配合剤 .魚類の防腐剤 .括核治療薬 .糸状菌性の皮膚療治虎薬 .

創傷治療薬 .毛麦発育)

ひばのチ ップ材 (バルブ原料 .根絶板原料)

薪 炭 材

朽 掛 材

等 .はば広レ､用途があげられてV'る. ･

用途は .需給関係に上って.変化 してくるが .昭和 35年匿の営林局紛くの ｢こトは用途別数量｣

を入ると.嬉薬用材 としての用途が .大半を占めていることがわかる｡ (表 l)

昭和 35年度ヒバ岡遠別数量 (局粥)表 l

用 途 数 量 tD.J' ltt *% ;

一 般 .建 築 用 材 176.000 72 ー

電 柱 用 材 5.000 2 I



造 船 .単 騎 i3.000

245.000

(3) ひば宿の碗送

ひば材は .かって船により.海上輸送が行われ ,やがて .鉄道が粥設されると,乙りま材の諭

送には鉄道が大 きな比重を占めてきたO近年 .道路網の整備から .トラックに 上る輸送が伸び

鉄道 と並ぶ轟送手段になってきたo現在ひば材の撞送手段として ,鉄道 .自動車 .胞 .か考え

られ るo海上諭送に幽して資料が得られず .ひは移出行商等の話を開 くところに 上ると ,北海

道向日があるか .その他はあせ h̀札ら九ないとい うことであったO

鉄道 とトラック輸送についてみると.日本通運で取扱 った木材が .国鉄を通 じて行われた木材

輸送実績からみると .ひば材の輸送竜の割合は ,鉄道と トラックで .4･l占の蘭係にあるO現

荏では .鉄道 トラックに上る輸送が 青さっていることは ,ひば輸送時の形態 も幽係することが

その原因をさぐると.

･国鉄の輸送費高騰

･直接需要者,の手に渡る

･油煙をかぶ らず .きれしヽな製品

等があげ られているO

ひばの輸送時の形態は .昭和 38生産の営林局調べの ｢ひば材銘柄別流通動態調｣によると ･

全流動数量 199.757mを 100帝とすると .正価つ7fb柱類が 37帝 ･家具 ･超具 13勿

枕木 7飾.その他 42帝,素横つま!)原木が l帝となっているoここか ら伺えるのは ･ひば材

は .製材加工された ものか流れてレ､るとい うことであるo

(4】 県内ひば製材品の動 き

-iず県内の生産状況は .昭和 38年度の場合 .I99757血-tを 100帝として･地区別割

合をみると.東育 38番 .西北 26帝 .下北 23帝 .南部 10'B.弘商 3多となっていて ･ひ

ば林が多し､地区からの生産量が多いことがわかる｡ しか し･各地区からの県外出荷竜は ･違 っ

た蘭係にあるO出荷量の多いのは ｡下北の 占3碑.次いで .東青の 52啓 .南部 47車･弘南

29帝 .西北 27車となっているO各地区の蔑 わの割合が .地場消費となってしつるOおのおの

の地区の人口や .需要内容等と幽係があるのではないかと考えられるが ･詳 しい考察は行って

いない10
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寓 宴 地 域

一 地方ことの推移

前述のように .県外においるひば材の需要地は .藩政時か ら北陸にあったO雪国とL,'う気候

条件に適合 したためか .娃薬用材としての需要が多いとされてvlる C 今 日まで .いわば伝統的

寓宴地域 として続いているO

資料にエムと .明治 19年には .金沢 .富山 .新潟 とq_'取引きの記鐘があ h .博多方面への出

荷 も記されているOこのころは盲だ幽東-の出荷があったて多くはなか った らしく.明治 24

年に東北線が全通 したころから.ひばは東京市場に送 られ .やがて髄束一円に需要が広がって

いったC,

以後 J北陸 と閲東かひば材の県タil'こおける需要地域 となったと考えられるO大正 14生皮の記

録では .出荷数量比が同程度の割合を占めている｡ (表 止)

･製材製品仕向先別数竜比 (局調)表 Ⅰ

品 か 讐 声 正 一4 L昭和 7

関 東 29.5 1. 19.8

北 陸 28.0 18.4

東 北 8.7 3.8l

昭利 8 !昭和 12 lL砿和 37 i昭和 38

20.I】 15.8!25.0l
崇 一十 二二 rTT al:㌃ 十 -;一三-≡

5.915･OI6.A･
38.7 L 43_7 き 48･O I 53.0

計

2l.IL 19.5 7 4･0 . 5.占
I00 1001

140820出■

I00 ;I00
l.ヽ●!

50drn･199757m 早I53910
5:

叫 130482可 149

この表か ら .乙りま材の地方ことにみた需要地城は .閑束と北陸 .それに青森,qi･を含めた束北地

方であることがわかるO近年 .県FJ-]t7)消費が .製材品の 50蕗前後を占めてV､ることは .島内

の消費力が伸びたといえはvlえるが .反対に.県外の消費が少 くなった とい うこともで きL,a

この表から .表面的に言えること(ri.大正 14年から昭･-細38年卓で .需要地域としては .東

北 .北陸 .舶来 と大きなところには変 りはないが .絶対量に伸びはÅ られても .割合か らみる

と .県外に11-HるひはOJ71霧蒙は .低下しているといえるn昭和 8年度 ･I2鋲産にif･いては .

九洲 .t美個 .中LjiJ地方等に も2魂～ 8魂程鑑L,7出荷かあ L).こuT)点からも.あくまでも .表面

的見方かも知れないが .各地方における需宴内容 .ひば材以外の材木 との競合幽係 .輸送等,I)

問題とか らÅあわせた上で需要地域 をみなくてはなるすいか .出荷されているとい うことは .

全て上記の問題点がその地において考慮された上での取引きに よる出荷であるとみなすため .

出荷先即需要地で予盾はたかろう｡

今後LD駕賓地域 としては .幽束 .北陸 .東北の大勢Iji変化IJ-1ないと考えられるが .数竜比にお
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いて打.増々県内消費の割合が高くなると考えられるo とい うのは .LA束で .外材 .米 ッガ .

米マツ等の盛築用材が .近年多用されていること.ひばその ものの竜が .少くなって来ている

こと等があげ られるQ

各地方の需要内容であるが .北陸では .建築用材 .良質の家具材 .そ して原木 .幽東ではほと

んど嬉築用材 .著 ししっ消費の伸びがA られる県内は .その伸びの内容は .建築用材 とされてい

るo県内の需要内容は .他の地域 にはA られない種々雑多であるQ

二 都 道 府 県別 需 要

各都道府県別にその需要をÅるため .国鉄の資料をもって した｡ ｢主要品目別貨物府県別相

互発着 トン数年報｣であるが .昭和 37年度と38年度の2資料 よ_り入手で きず .都道府県別

にみた需要の推移をAるに至らなかったO とい うのは .37年 と38年で .期間の開きがない

ことであるO もちろん こuT,2つか ら.推移が うかがい得るが .実際問題として .著しレ､推移は

み られず .また .これか ら推移を うかが うのは本意ではないQ従って資料 として .この2ヶ年

の平均値か ら昭和 30年代末の都道府県別の需要を .一応の需要圏 として割 りだしてÅた.

さてこの資料の内訳は .品 目は林産品 .これが 占つの材種別となっているから .それ らの内訳

であるが .

原木 ｢丸太 .仙角｣

不工製材 ｢板類 .板 子 (盤)類 .ひき角 .ひき割 b等の不工製材｣

ノてルブ用材 ｢バルブ用材 (繊維板用材を含tTl)｣

坑木

その他の用材 ｢加工製材 .枕木用材 .電柱用材 .足軽丸太｣

その他の製材 ｢床板 .単板 .合板 .削片板 .-ー ドポーー｢.天井板 .楠木 .揖丸 .屋根柾 .

経木 (曲輪を含む)｣

となっているO ここで注意すべきは .林産品であって .ひIB:材と限っていないことである｡両

年度の平均着 トン数で .I0.000トン以上の着都道府県をあげると .青森 .秋田 .宮城 ●福

島 .栃木 .新潟 .富山 .石川 .東京 .神奈川 .静岡の各都県となっている.ちなAに 10100

0トンとい うのは .10トン積みの貨車 l.000両である｡木材運搬には 10t.15t.I

7tの無蓋車で行われるO秋田 .新潟 .静岡県は ′(ルブ用材 .秋田 .栃木県は .原木 .秋田

茨城 .福島県での坑木 としての坑木 としての着材が 目vCつ く｡

ひば材は .前述のように .建築用材 .枕木用材 .家具 ･建具開材 として多 く使用されているC

この資料項 目では ｢不工製材｣ ｢その他の用材｣｢その他の製材｣に含せれるO もちろん 版

木｣.｢ノてルブ用材｣.｢枕木｣の中に.ひばは入-,ていないとは言い切れない｡ しか し.そ

の数量は前三項 目に比 して.散々たるものセあるとみなして取b上げをい｡従 って .ひばの各
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都道冊県別需要をÅるのに .この三頬 白をもって した｡三項 目をとってみても .ひばとは限 っ

ていないことは .前と同様で .三項 目着 トン数J)多いとい うのは .ひば材の着材 も多L,,とい う

はなはだ客観 性に乏 しい見方をするO需馨 をAる際の基準は .青森県か らの木材中ひば材が半

分以上 占めるもの(Jま.需要度か高いとするここでは各都道 府県の林産品総着 トン数中に占める

三項 目着 トy数の割合をみる｡7fたある.-L̂+E量以上3-'着材3)あるも07･も .需要産が高しっとする

ここでは .-都道荷果当 h(71平均着 トン数を日雀と1-るo

まず .着 トン数か らみると .三項 目1.000トン 10トン積みの荷車 100両以上の着都道府

県名は .北海道 .青森 .岩手 .宮城 .秋田 ,山形 .福島 ,茨城 .栃木 .埼玉 .千葉 .東京 ,神

奈川 ,新潟 .富山 .石川 .愛知 となるQその内三項 目の絵素 トン数に占めふ割合 で 50藤以上

の都道府県は .青森 .岩手 .山形 .埼玉 .千葉 .東京 .神奈川 ,石川 .福井 .愛知 .三重 ,潔

質 .京都 .香川.愛媛 とTrっている⊃ (泰山)

略加 37.38年炭の平均三通 百着 トン数 と割合 泰山

} =-三÷ -:f.言 -チ

都 道 府 森 名 [着 トン 数 L割 合 感

蘇 9.437

手J.2.52d

至 言_ 239
1

賀 育 8
京 都

宮 城 5.70占 40.I i大 阪 335 l35.5

I秋 田 I.23 4 1.7 兵 庫 58 占.9

山 形 1-51. T j d8.6 奈 良 lL 9 50 l

福 島 一.0▲9 9.3 1利 敵 山 l5 5.9 !

茨 城 l t.990 Il7.d iLト鳥 取 0 O i

群 馬 631 Ifl3.9l岡山 4 ll.5

千 葉 3.748 l96.1S山 口 ol o .

東 京 88.占2占 91.占 徳 島 o l o｣

神 奈 川 l9.758 I9一.A lI 香 川 22 loo--------7
新 潟 3.07 ー I1 13.4 ■ 愛 媛 lO 50l
畠 山 3433 3い H 卑 知 0 0lI
石 川 lO454 ! 75.I 福 岡 D o!I
福 井 597 8l.A i佐 賀 0 0 ,

山 梨 4 3 10.4 !長 崎 0 o ■I

岐 阜 139 28.I 主大 分一 0 ｢0 T

. 静 尚 9 12 4.l ≡宮 崎 0 0
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ここて .三項目の着 トL,数と.割合か ら.5つの需要圏に分けてふた.

一次圏 3.000トン以上の着都道府県で .

割合は 50車以上

二次圏 2･000トン以上 2.999トン以下 .

割合 50%以上

三次圏 1.000トy以上 1.999ト以下 .

割合 50魂以上

四次圏 1.000ト/以上 999ト､ノ以下 .

割合 50魂以上

五次圏 上記外の林産品着材都道府県 .

従って .例えば .3.000トン以上の着材があり.割合が .49串以下であると.二次観に入

ることになるo五択軸としては .三碩目の規定はないが .三項目以外にひば材が入っている可

能性が大 きいためである｡

昭和 37年変と38年匿の平均値より求めた各都道府県別に斗た需要圏は図 2e?ようになるQ

ここでは .昭和 30年代末VC.かける.ひば材の需要地域とい うことであるO

-次盛即ち .高い需要を示す地域としてあげられる都道府県は .青森 ,千葉 .東京 .神奈川 .

石川となっているO概 して .閑東地方があげられているO二次幽としで .岩手 .宮城 .新潟 .

富山の各県で .東北と北陸地方になるO三次顔としては .山形 ,栃木 .愛知の各県 .四次圏と

して ,北海道 .秋田 ,福島 ,茨城 .福井の各県 .五択圏とし.群馬 .長野 .山梨 .静岡 .岐阜

滋賀 .三重 .京都 .奈良 .和歌山 .大阪 .兵庫 .岡山 .広島 .香川 .愛媛 .熊太 .大分の都県

があげられる｡

以上 .鉄道輸送による検討であるが .近年 トラックに輸送の比重か大きいことは .前述のとお

りであり.この方面からの検討がここでできなかったのは .一層信愚性の うすいものにしてい

ると考えているO

近年 .青森県内のひば天然生林は .20数年後には .姿を消すだろうといわれるくらい少くな

っているo今後三美林に値する在がめは実験林や学術参考林でなしへと入られなくなるといわれ

る｡従って .ひば伐採後の植林はひば以外の樹種スギ等で行われてV'ることにも上る｡スギは

植林後 30年 .ひばは80年で伐採適横合となる事実によってLへるO木材加工が今日盛んだが

現在の時点では .ひばの合板は無 く .集成材が試作されている
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以上こトは材の需宴地域について.不十分なが ら検討 した｡ ここで7fとめて入ると .ひば材の

需賓地域は .各地方毎の推移を大正 14年か らみると .需要地域 としての大 きた変化は認めら

れないが .全般的に高架地或の後退が伺い うムO今後の見通 しは .明るいものでなレ､と考える

各都道府県別の需要は .地方ことの寓宴でみたことく.東北地方 .青森 .岩手 .宮城の各県 .

牌束地方 .千葉 .埼玉 .東京 .神奈川の各都県 .北陸地方 .新潟 .富山 .石川の各県がひば材

の需要地域となっているo
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